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人文学部「地域課題の総合的探求プログラム」について

茨城大学人文学部では、2012(平成24)年度から、「地域課

題の総合的探求プログラム」を設置しました。

これは、各学生が、学部。学科・コース・ゼミで自らの専門分

野を学ぶのと並行して受講するカリキュラムで、「専門的な

知見に基づき、総合的な判断のできる地域リーダーを育て

る」目的で開請するものです。

このプログラムを履修する学生は、関連の科目や、自らの

専門分野の科目のほかに、プログラムの必修科目として、以

下の授業を受講します。

1年次集中講義 「地域課題入門」
2年次後期   「地域課題特論 lA」
3年次前期   「地域課題特論 ::A」
3年次後期   「地域課題演習」
4年次前期   「地域課題研究」

本プログラムの1期生は、2015年度に4年次前期「地域課題

研究Jを受講し、自分たちの選んだテーマに沿つて「提案・提

言」の発表会を行いました。

2015年度には、2期生にあたる3年次生が、前期「地域課題

特論‖A」を受講後、後期「地域課題特論 IA」を履修しまし

た。また、3期生にあたる2年次生は、後期地 域課題特論 |IA」

を受講。1年次生向けには「地域課題入門Jを開講しました。

以上のように、本年度をもつて1年次生から4年次生まで

の本プログラムの全ての科目が開講されるようになりまし

た。学生たちは1年次から、学生本人の選択によって、積み上

げていく形で学んで行き、最終的には「プログラム修了」の認

定を受けます。



1年次「地域課題入門」
1年次生向け「地域課題入門」は、教養科目・総合科目の集中講

義として、常陸大宮市の協力の下、毎年、開講してきましたが、

2012年度からは、人文学部引」垢果題の総合的探求プログラム」

の導入科目として位置づけられるようになり、常陸大宮市とと

もに、茨城県庁にも協力いただくようになりました。

2015年度は、63名の学生が受講し、以下の日程で行われましたc

l日目 2015年舒鶉日 常陸大宮市での授業1(西罰
2日目 2015年9月24日 茨城県庁での授業(小原)
3日目 2015年9月28日 大学での授業(丼上、西野)
4日目 2015年9月26日 常陸大宮市での授業2(西野)

1日目と4日目は、常陸大宮市と茨城大学の地域連携協定に基

づく「常陸大宮キャンパス」として、常陸大宮市市民協働課や、

「常陸大宮市まちづくリネットワーク」の市民のみなさんのご協

力のもとで、実施しました。

まず1日目は、常陸大宮市・美和工芸ふれあいセンターで、「常

陸大宮市まちづくリネットワーク」のみなさまに講師になつて

いただきました。

午前は、美和地域の活性化に取り組む「森と地域の調和を考

える会Jの方々に、「木の駅プロジェクト」「高部舘ほか山城整備」

などの活動についてお話をうかがい、その後、みなさんに説明、

ご案内をいただきながら、学生たち自身が美和のまちを歩きま

した。

午後は、2014年に1回目が開かれた「ウダーベ音楽祭」実行委

員のみなさんから、廃校になった学校も含めて市の全校の小学

校の校歌を歌う会「ウダーベ音楽祭Jの企画、実施について、ま

た、2回目にあたる今年度の準備の進行状況についてお話をう

かがいました。

昨年度も本授業の学生たちから、「ウダーベ音楽祭」に関して

提案を受け、それを実際にとりいれて、職 歌のクイズ」「常陸大

宮市の魅力を地図に書き込むコーナー」「給食の思い出を書い

てもらう企画」などが学生たちの協力によって実施でき、当日の

プログラム内容が広がつたこと、今年度も学生たちからの提案

がほしいとのお話があり、班ごとのワークショップを行いまし

た。

1時間弱のワークショップで、9つの班から、積極的な提案が

出され、実行委員会の方々は、それを持ち帰つて検討し、4日目

にまた学生たちと意見交換を行うことになりました。

授業2日目は、茨城県にお世話になり、県議会の傍聴、県庁内

の見学・研修、その後、本学卒業の県庁職員お2人に講義をして

いただき、ワークショップを行いました。

3日目は、大学での講義。午前は、あらためて、地域を学び、考

えていくための基本的なことがらやポイントを学びました。

午後は、内閣府「まち。ひと。しごと創生本部」が本年4月より提

供をはじめたビッグデータ「RESAS(地域経済分析システ
ム)」について、概要等を説明後、実際に、データベースに接続し

て使つてみました。

今後は、自治体も民間も、このようなデータベースを活用し

ながら、現状分析や政策立案、まちづくりの企画等に取り組ん

でいくことを理解してもらい、本授業の最終課題でもこれらの

データを使用すること、各自でデータ等を収集しておくことを

課題にしました。

4日目(最終日)は、」R常陸大宮駅で集合。常陸大宮市までの

アクセスを実感してもらうとともに、駅前からまちを歩いて、

会場の常陸大宮市文化センターヘ向かいました。

本国も「常陸大宮市まちづくリネットワーク」の市民の方た

ちに講師をお願いし、常陸大宮市での肺 民によるまちづくり」

についてお話を聞きました。

その中で、本授業1日目の学生たちの提案を受けて、10月に開

催する「ウダーベ音楽祭」で「給食カフェJを開くことになり、準

備を進めていること、当日に向けて、学生たちへも協力の依頼

がありました。

その後、9班に分かれて、「常陸大宮市にどうしたら、外から人

を呼び込むことができるか」という課題で、ワークショップを

行いましたcワークショップでは、「RttS A SJ等のデータに基

づいて現状の分析を行い、そこから提案を考えて行くことを条

件にしました。

各班の提案は、最後に、模造紙にまとめ、国頭による発表を

行つて、市民協働課職員や、「常陸大宮市まちづくリネットワー

ク」の市民代表、茨城大学社会連携担当理事から、講評のコメ

ントをいただきました。

9班の提案は、授業の終了後、常陸大宮市市役所ロビーにて

掲示し、広く市の職員や市民のみなさまに見ていただくことが

できましたЭ

また、10月 18日の「ウダーベ音楽祭」では、本授業受講の学生

たちが「給食カフェ」のお手伝いを行い、なつかしい給食のメ

ニューを来場のみなさんに味わつていただいて、音楽祭の企

画をもりあげました。
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硼
Ⅳ
|.K  N.M  I.C  F.E  O.S  N.丁

籠嘩名称 疲れた体を大宮で癒そう:!
2事業目的
ゴミゴミした都会の中で騒音や人ごみで疲れきつた身体を自然たつ
ぷりのこの地で過ごして癒されてもらい、常陸大宮市民と触れ合つ
てもらうことで常陸大宮市の良さを知つてもらう。

3攀
・常陸大宮市ではホテルなどの宿泊施設が少ないため宿泊施設の
代わりとして民泊を取り入れたツアーである。宿泊先で市民の方々
とBBQ。つり。ハイキングなどを行い常陸大宮市の自然や人々の優し
さに触れてもらう。また、西塩子の回り舞台や駅前イルミネーション
の時期に合わせたツアー、常陸大宮市の面積の6害」が森林であると
いう特徴を生かした紅葉風景を楽しんでいただくツアーなど、常陸
大宮市でしかできない経験を提供できる内容を盛り込む。
・ターグット:家族連れ
。PR方法:観光会社との連携

BII
l.M I.K S.S S.Y SY H.K H.M

帰省促進プロジェクト

目的
市外に出ていつた人々が常陸大宮市に戻つてくるようにし、またそ
の取り組みを通じて外部の人が市に興味を持つてくれるようにす
る。

基づいたデータ
RESASり、回の社会増減地域ブロック別純移動蜘
これより、市外へ転出してしまう人たちの多くが、近くである北関
東への転出であることを踏まえ、近辺の都県からならば比較的簡単
に帰省ができることに着目し、帰省のタイミングを活かした活動をす
ることが効果的であると考えた。

腰
a時期
お正月、成人式など帰省が盛んな時期
b内容
お正月にもちつきや凧揚

`六

羽根つきなどのイベントを開く。また、
景品として市内で使える商品券などをつける。
c.宣伝方法
。同世代の若者が一度に集まる成人式でメーリングリストを作成し、
お知らせを送る。
・回覧板など、地元に残っている家族にまず情報を伝え、そこから市
外、県外の家族に伝えてもらう

硼
M.E NM MJ MO C.H AS

『道の駅』の活用法

―通過点から目的地ヘー

○ 目的 :袋田の滝(大子町)や竜神橋(常陸太田市)に行く観光客に常陸大宮市に立ち

寄り、滞在してもらうために行う。(遠方の人の他に水戸など、茨城県民も)

○データ情報 :滞在人□ (,耕作放棄地)

①道の駅に宿泊施設を併設する 〈夏はキャンプ)

畑を併設し野菜の収穫・魚 {鮎など)を獲る体験をする。

0
夏 I BBQで食べてもらう (野菜・魚・

冬 :秋そば・魚・郷土料理

②農業体験ポイントカード制

壁)｀て1、
×鮎  v`/

植えるとき、収穫のとき、それぞれでスタンプを

押してもらう。 2つもらった人は、収穫 したもの

を無料でプレゼント。→リピーターを増やす !

③遠足等で利用してもらう

定期的に人を集めるため → ターグット:子ども → 遠足の行き先に

併設の畑で子ども達に収穫体験をしてもらう。

または工芸体験 (季節の野菜、そば打ち体験など)

0
その農作物で料理、加工

作ったものを風呂敷に包みプレゼント
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亀 『ひと穫りいこうぜ !常陸大宮』
E班

D班 ●

副
|. A M T T Y Y. T T N

(目 的〉週末を利用して、晨業の楽 しさ、すばらしさを知ってもらう。

常陸大宮を週末に帰る第
=の
lslるさとのように憩いの場に感じてもらう。

週末震業に関わる農地の管理、施設の運営などが新たな雇用を生み出し経済 31J発

展を見込む。

〈データ〉耕作放葉地・…35.73%‐ もつたいない !有効利用したい !

(RESAS― 地域経済分析システムーhtps71く、 asgolp)

〈内容〉

①長期プラン(がっつり農業をやりたい人向け)

● 年間を通して週末を利用した農業
0 宿泊施設完備 常陸大宮の野菜を使つた食事つき !

● 秋には収穫した野菜を地元のシェフたちが調理してくれるイベントを開催 !
→自分が作つた野菜がプロの手により立派な料理に様変わり !⇒

②短期プラン(親子連れのおすすめ) 夏休みの自由研究にも

おすすめ !

0 3連 体 。長期休暇などを利用して !

● いもほり 。稲メJりなど単発のイベントに気軽に参力0できる !

(ア ピールポイン ト)・・・ 笠間や千葉で開催されている週末農葉と差をつけるため

|こ 1

● 常陸大宮の歴史ある町並みをプチ探検できるウォー2ラ リーや大自然を生かした2ス
t/チ ックで農作業の息抜きに親子で楽しめる 1

0 ゲーム「モンスターハンター」風に編集した宣伝∨TRをつくりYouTubeやホームペ
ージに投稿

● ネット予約可能 |ホームページから予約可能。日にちごとに空き情報も見られる !

● 講師の農家さんの紹介映像をホームベージに載せる。

くPR方法〉
● 常睦大宮|こいくには公共交通機関があまり開通していない。週末農業へ訪れる人は重
で継 が多いのではないか.

―車好きな人にアプローチするため車雑誌に広告を載せてもらう。ラジオで宣伝する。

常陸大宮に『手軽に来られる自然豊かな場所]のイメージを |

● 保育園や小学校にチラシを配布。
● 農業雑誌に広告を載せてもらう。
● 地元紙に「孫に農業体験させてみたくないですか ?」 というキャッチコピーのもと宣
伝し、市から出て行った若者をその家族のFJlびかけによって帰省を煽る。

み一つけた ::～ありのままの常陸大宮～
目的:新しいものを作るのではなく、今あるものをフル活用する。

データ:人口が少ない、減少している。
利用可能な施設がある。

ターゲット:都心の小学生とその家族

事業内容:バスツアー(行き帰り、道中の移動など全て同じバス●
例
ウォーキング[常陸大宮名物(瑞穂牛や柚子ジユース、柚子ワインな
ど)の食べ歩き]
→宿,自するキャンプ場(も しくは廃校)でBBQ
→温泉
→キヤンプ場に戻り、星牢観察

常陸大宮は廃校になつてしまつた学校が多数存在しているのでそ
の建物やグラウンドを利用することでコストカットにつながり、ま

た、小学生にとつて学校に泊まるという一度は体験してみたいであ
ろう経験をすることができる。

伝達方法:小学校に広告を配布する。

F班
|.N O.丁  K.A 丁.A N.A

外国人アーティストと大宮市民の融合

来年秋に行われる県北国際アートフェスティバルをきつかけに大宮

市民が地元に戻つてきたくなるような街づくりを実施する。

県Jヒ国際アートフェスティバルでは外国人アーティストの集客も見
込まれており、これを機に外国人と大宮市民が一緒になつてアート
を利用したテーマパークを作つたり、駅前をアートで飾り魅力的な町
並みを作るなどしていく。

常陸大宮をアートの街にするため、地元をでていつた美大生や美術
をイ士事にする人などにもプロジェクトに対する協力を呼びかけ、常陸

大宮から離れてしまった人が地元に帰つてくるきつかけにもなると

考えた。

テーマパークについては自然を利用した遊具など常陸大宮の魅力を

活かしたものにしたいと考えており、遊び場が少ない常陸大宮にお
いて多くの人が楽しめる施設となるようにしたい。

SNSなどで自発的に情報発信するのみならず、「田舎とアート」といつ

た意外性を売りにマスコミからの注目を集めようと考えている。G班
日本最古の回り舞台にふれようPtteCt
O.K S.N M.K O.S S.M N.S

目的:西塩子の回り舞台の製作やお手伝い。子供歌舞伎とのコラボ
⇒常陸大宮の人々(日本人)とのコミュニケーションをはかる場を提供でき、
また常陸大宮でしか体験できない日本文化にふれることができる !!

データ:RESAS→観光マップ→外国人訪問分析⇒常陸大宮には外国人があまり来ていない。

具体例 :日本文化を体験→奥久慈漆・和紙。浴衣。お風呂。イベントの運営
(ウダーベ音楽祭・夏祭り。駅前のイルミネーション)
呼びこみ方:各大学に協力をはかり、協定校に留学希望の募集を呼びかけてもらう。
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2年次「地域課題特論 IA」
2年次後期「地域課題特論 IA」は、茨城県にご協力いただ

く「連携講座」として、2013年度にスタートしました。

今年度も、授業全体を茨城県に全面的にバックアップい

ただき、企画課の職員の方たちを中心に、企画、授業運営、講

師をつとめていただきました。

茨城県の重点課題である「県北地域の振興」「地域づくり

を支える公共交通」という2つのテーマを中心に置き、概論。

各論、現地実習。意見交換。学生による課題発表という組み

立てで行いました。

授業では毎回、ワークショップを行いましたが、特に、10

月14日 と28日は、内閣府「まち・ひと。しごと創生本部」事務

局から「RESAS(地域経済分析システム)」の担当職員2
名に来ていただき、全国の大学でははじめての「RESAS
出前講座」を実施していただきました。この「出前講座」に

は、本授業の受講生全員のほか、関′らのある学生。院生にも

広く参加を呼びかけ、計60人の学生が参加しました。

現地での実習は、県のほか、ひたちなか海浜鉄道、日立市

等にもご協力をいただき、ひたちなか海浜鉄道のさまざま

な取り組み、常陸多賀駅で行われている「茨城県北クリエイ

ティブプロジェクト」(リ ノベーションによるシェアオフィ

ス等の取り組み事例)を現地で学びました。

北茨城市の観光を
バスで救えるか

蟄備 A班

現状と課題

全国との比較 (バス停の数 )

北表城市    129
同じくらいの人ロ

長崚県
=仙
市  143

同じくらいの面積

静田県沼津市  528
東京都 八王子市 605

目次

現状と謀目

現地口査とそこからわかつたこと

,なぜ遠方から観光客が来ないのか

'パスを増やそう!:

・パス以外での採用解決方法

・参考文献

全国との比較

“

可人ごとにバス停 )

北茨城 市      約 354
同じくらいの高齢奢率

北海道浜中町    約02
千葉県山責市    約207

・ 同じくらいの交通事故発生率

山影桑小目町    約82
青森県下北瑯鳳間浦村 約04

人口+バス停の数 (少ないほうがよい )

北茨城市 約354
ほか県北地麟

常腱大富市 ●211

鶯腱六日市 約

“日立市  0365
■ま市  約211
大子町   詢97     下から2■ 日

バス以外での課題解決方法

バスの導入にはコストがかかる

‐レンタサイクルの導入

彙嬢嘔今治市の0憫
‐しまなみ海■自転車歩,奢専用遭薔0活離
・通のRなどでのレンタサイクルターミナルの姜●
・平滋 6年鷹は●5万人の剌用

レン,サイクルで●光地などを回る

北茨城市の3つ の駅とその周辺
・大津港駅 (水戸から約1時間)

現状と課題

平日:県内03000人

彙外 0110人 lR172400人

閂 □

バス停の数

北茨城市 129
ほか県北珀コ

摯腱大富市 111

常饉太薔市 546

日立市   |||
高萩市   127

大手Hr  106 下から2番目

バスを増やそう!!

..果
から●卸 大角量やス●彙輌■産nを回り、●珀

_.珀r―
大澤
"―
天●●m―六角奎一人颯0濤

現状 と課題

体曰:県内64000人

・五浦美術館
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授業スケジュール

1回 オリエンテーション

2回 茨城県と茨城県庁について

4回

6回

3回 概論  茨城県の特性と将来像 (概論)
最終課題は、「公共交通」の問題・課題を念頭に置きながら

「県北地域の振興」に資する「提言」を考えるというもので、「R

巨SAS」 のデータを活用して現状分析を行うことも必須と

しました。

学生は3班に分かれ、それぞれの班で「提言」をまとめまし

た。

発表は、県庁企画課、県北振興課で、実際に、「県北地域の振

興」や「公共交通」を担当する職員の方たちが聞いて下さり、各

班ヘアドバイスをいただきました。

①地域づくりを支える/AN共交通

5回 各論  ②県北地域の振興
0茨城大学周辺地域の変遷～近代以降～

7回

地
察
現
視

8回

9回

・ひたちなか海浜鉄道

・常陸多賀駅 (県北クリエイティブプロジェクト)

王切
14回

。意見交換

・データの収集。分析

・資料準備

。発表会

15回  まとめ

どうしたら工業のまち日立に
若者が増えるか

酪総
B瓢

り11'(

1年齢男1人 口推移 (人「1ビ ジョン)

.社会減が2年連続で全国2位

‐経済・産業デー タ(RPSAS)

゛

仮 提 11

・ ■1場見学教育

●地域への関心の持てるコミュニ

ティつくり

ざ

lirilり同人 ィ1移 (ノ、ロヒ
/)

熙

||、 |ljに |liん でtヽ 〔4村 人白勺|`

l惑 じデLヤ

,大学進学時にみんな出ていく

_誇 りが持てない

●子供会

=娯楽施設、文化施設が少な
い

゛

習kl電 :彗

Iキ |:情

`‐

曲。
家族関係の良好さ

地域との交流    → し L⌒●)
.111

交|イtJ洪;、 コミコj■テ ′がない

セl,に性1カ を ,といだせない

地ぶJ与
ダ`颯
｀

しこに残らなし、戻らない  く

サ

ll`罐三|
→仕事を得ることが出来ない?  鯰

要 l対  人が集まらない

●“工業"のイメージが強すぎ
る

要因 人が集まらない

要llu 人が集まらない

o街の活気がない

1/↑

「

・
1罵 一 一 ^―――― _
・
,ヽ,・
`,,.・
¨
…
.¨
・
崚 ・̈ ,,',・ Ⅲ・ Ⅲ・   内

|ン(

■現状

=若者が流出する要因

=昔者が集まらない要因

3人それぞれの仮提「1

Ю

ll業分‖「はり」tそ う

圏
囲
囲

檬

』
日
囲
　
　
］

一一一
巫

繁

翻

ｕ

驀 鑢

〔亜≡憂亜∃
||
で,

■者が興味を持ちそうな

魅力のイメージがない

て社光地 ファ/シ ョシ ア ート イベン

→ 工業 しかない、つ ま らない所 ? 檬
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2鐸り哺到靭 坦山熊剰題熙目需:A

常陸大子駅前商店街の活性化

②袋田の滝
・晰ぞ留
=ズ

ンの歓は澁滞が深

融
□からだと■8号

妻鰤懸霧獅

3設 定した課題

1 動機

。常陸多賀駅前商店街の現地視寮

→空き店舗利用

リノベーション を学ぶ

尋
常陸大手駅前商店街にも当てはめられる

③大子町の人口減少について

1980年 :29,524人
ヽ
、                 1

2040年 :10,327人 (推定 )
_     ・約6596の人口滅

②常陸大手駅利用客の減少

2太子町における課題の発見

①若者の雇用割出
1980年

20～ 24晟の若者人口4o%減少

-25菫～29議になると読出入□の30%が 回復   著者の層用劇由

2010年                         ∪夕~ンを ! |

20～ 24tの若者人口3C00減 少

-25蔵～29議で:ま流出入口の1096しか回●[´ていない

④宿泊客数の過少

4常陸大子駅前商店街衰退の現状
①シヤッター商店街化

:螺彙111盤1穏鷲t在
`0曲
 ‐
「で彎■,「

②経営者の高齢化

:[3霊蓮Iと

:腫(0調¨出習
県内例)「もんどころ」券でお41にお買い場    ■璽

→椰珂湊駅前商店街とひたちなか海浜鉄道の連携

→鉄道利用者は商店街で様々なサービスを受けられる

→ひたちなか海浜鉄道利用客増

③ l18号バイバス沿いへの二販店集中
・大型スーバー進出のBI画

・1979(昭 和54)年 :大手町商店会を綺威

,町議会も加わり、進出鳳止
1,79年 5月 大店法の改正→118=バイバス沿いに多くの店鶴

参考資料

5常陸大子駅前商店街衰退の要因

①マイカーの普及
・高度経済成長～マイカーが各ま庭に■

→車の通行・駐車が困難な商店街

→買い物客減少

‐ /
:ヾ
イ̂̀
・

1_/国・・ 38
■■´
ヘ

,サ |・、,｀

lゝ…
=・

L

電

②商店街を日常に取り入れてもらう

→rらつしやい てえご暉Jが運曽

常睦大手撃周量の商店や事業所が,加

→開催頻度 :3-4回 ′年

う商店衝に読れる彙度を高める

力を入れる

④インパクト

●AlGOとのコラボレーション

8



榊  地域課題輛計iIA 学生の感想

■今回の授業を通し、茨城県にまつわる様々なことについて学びま

した。また、県北地域の問題および公共交通について、グルニプ学

習を行い、課題を発見、解決策を考え、発表をしました。

私がもつとも興味を引かれたものは、/AN共交通についてです。茨

城県はたびたび交通の便が悪い、車がないと動けないと言われま

す。また、県北地域は私鉄しか通つていない市町村もあり、さらに一

時間に一本しかないところもあります。けれども、県はそのことを理

解しており、その上で対策を採る、または採らないことを決定してい

ると知りました。財政的問題や民間業者の協力、地域の住民の意識

など、行政だけでは改善に乗り出すことは難しい。それぞれのセク

ターが力をあわせることが必要です。

しかし、グルニプ学習を通し、3つの気付きがありました。まず二つ

目は、本当に公共交通の改善が必要なのか、ということです。茨城県

は自家用車が多い。それならば、電車やバスなどの充実ではなく、安

全な車の運転ができるように道路の整備を優先するべきでないか。

わざわと 共交通に重点を置く理由とは何でしょう。

2つ目は、この問題はその場所固有のものなのか、それとも全国共

通の問題なのかという点です。たとえば、茨城県には公共交通につ

いて以外にも多くの課題があると学びました。その中で、茨城県固

有の問題とはなんだつたのか、私は考えていませんでした。たとえ

ば、少子高齢化は全国でも問題とされています。その場合、茨城県

以外も多くの解決策を考えているでしょう。そのなかで、成功例もあ

るかもしれません。しかし、茨城県固有の問題の場合、茨城県の過

去の事例を見なければいけません。そして、その殆どは失敗したも

のであるから、現在にも課題が残される結果となつています。そのよ

うに、問題がどこにおいてのものかを知らなければ、参考にすべき

資料を絞り込めないと理解しました。

最後に、ありきたりな解決策ではいけないということです。私達の

グル‐プは北茨城市の観光とバスについて調べました。そして、課

題を元に解決策を考えました。けれども、この解決策は北茨城市固

有のものだつたのでしようかc名前を北茨城市ではなく、他の市町

村、他の県にしてしまつても、違和感がない解決策でした。それでは、

地域の特色が光つたものとはいえません。どの場所でもできること

では、課題が改善されたとしても、それは一時的なものです。その土

地固有の、そこでしかできないことこそ、解決策として考えなければ

いけないとわかりました。

このカリキュラムを続けて行こうと思つています。来年度はこれら

の反省を生かし、より良い学習ができるようにしていきたいです。

(A.Y)

■今回この授業を受けてみて、様々なことに興味を持つことができ

たと思います。特に、那珂湊と常陸多賀に実地調査に行った経験が

印象に残りました。その中で、ひたちなか海浜鉄道さんがどういう役

害」を果たしているかとか、お客さんを呼び込むのにどういった工夫

をしているのかといったことを聞いて、とても勉強になりました。

私は生まれも育ちも福島で、大学に進学するまではひたちなか海

浜鉄道さんのことは全く知りませんでした。それが、今回このような

機会を持てて、観光地にお客さんを呼び込むのにはどうすれば良い

のか、具体的な例に触れることができてよかったと思います。直接

関わることがなければ興味の持ちようがないと思うので、このよう

な機会を持てたことに感謝しています。それは、実地調査の時だけ

でなく、教室でたくさんの先生方の話を聞いたことでも生かされた

と思いますc

特に「リーサス」というものの存在や使い方を教えてくださつた授

業では、こんなに便利で面白いものがあるのかと、驚きを隠せませ

んでした。

全国のランキングのようなものだけでなく、地域を指定して、その

地域はどういう地域なのか、データで示してくれるものはなかなか

ないので、発表する上でとても役に立ちましたc実習も踏まえ丁寧に

教えてくださつた先生方に感謝しています。また、そのような興味を

持てたこと。地域の問題点を、自分たちの力で発表したことも今回と

ても身になったことだと思います。発表する準備にあたり、班の人と

関わつて精一杯準備したことで、問題意識や解決策といつた、普段

なら考えもつかないようなことを話し合い、思いついたことはとても

身になりました。このような事柄を踏まえ、今後自分なりに勉強した

いと思つたことは、なんといつても人のこないところにどう人を呼び

寄せるか、これにつきます。観光地があるのにひとが離れてしまうの

はどうしてなのか、なぜ人は繰り返しディズニーランド(などの遊園

地)に行きたくなるのか、引き寄せる原因は?など、疑間はいくらでも

わいてきます。これから先の講義で掘り下げていきたいと思いま

す。(|.H)

■(1)RESASによる分析

「地域課題特論 IA」を受講し、現地調査やグルニプ研究を行つたが

その基盤となつたのがRESASによる分析である。RESASの使い方に

ついて、実践を伴つて学ぶことが出来たということは、今後の調査や

研究をする上で大きなアドバンテージになつた。RESASによる分析

を行うことで研究が抽象的。主観的になることを防ぎ、データによつ

て客観性・説得力をもつたものにすることができた。今後卒業研究

を進めていくなかでもRESASに よる分析が必要不可欠なものになる

であろう。

RESASが持つ機能の中で最も評価できる点は調査の対象となる

自治体と他自治体との「lヒ較」が容易であることだ。これにより問題

点の早期発見が可能になり効率的に調査。研究を行うことができる

ようになったので、授業を通してRESASに触れることができて良

かつた。

υ)現地調査

現地調査ではひたちなか海浜鉄道と常陸多賀駅前商店街について

調査を行つた。ひたちなか海浜鉄道は、第3セクターに転換したこと

によつて徐々に業績をあげ黒字に転じるまでもう一歩というところ

まできている。人口減により運営が困難になり廃線になる鉄道が増

加している中で、県内にこのような成功事例があることを初めて知リ

非常に興味を持つた。そこでコTスゼミにおいてもひたちなか海浜

鉄道の成功要因について研究。調査を行つた。

出資金について、他の自治体では沿線の複数の自治体が分担して

出資を行つている。しかしひたちなか海浜鉄道の場合はひたちなか

市とひたちなか海浜鉄道会社のみ、しかもひたちなか市の出資割合

のほうが高い。また運営費を除く修繕費等は茨城県とひたちなか市

が負担している。つまり他の第3セクター鉄道と比較すると圧倒的

に自治体のサポートが大きいということが分かつた。この運営に関

する負担額の分配は、ひたちなか海浜鉄道の成功要因とすることが

できるのか今後も研究・調査を継続したい。また、輸送人員の増加

とひたち海浜公園の観光客数の増加が一致することから、沿線の

観光地開拓が進むことは輸送人員増加の要因となるのか、について



も今後研究・調査をしたい。

{3)勿レ=プ研究

クリレ=プ研究では「常陸大子駅前商店街の活性化」について研究・

発表を行つた。課題の発見に至るプロセスや課題の位置付けを事

前に明確に行うことで、研究途中で迷子になつてしまうことを避け

ることができるのだと身をもつて理解した。

また課題の要因については自分たちの主観が入つてしまい、直接的

要因とはいえないのでは、との指摘を受けた。よって要因について

はデータを用い、数字で証明が可能なものでなければならないと改

めて考えた。

仮提言では、①鉄道と商店街が連携した取り組②より多くの商店街

イベント開催13空き店舗利用し観光的要素を取り入れた事業を挙

げた。しかしこれらのような話題づくりに終わってしまうような、持

続的な効果がみられない取り組みは課題の根本的解決になつてい

ないと研究・発表を振り返つて考えた。人の流れを考慮し、課題の根

本に作用するような取り組みとはなんであるのか、自らの専門分野

である地方自治の観点から今後考えていきたい。(丁 .A)

■今回、「地域課題特論 IA」を受講して、以前から興味のあつた地

域の課題や活性化といつたテーマに触れることができて、とても充

実した、学ぶことの多い時間だつた。

県庁の方から実際に茨城県の各地域が抱える問題を聞くこと

は、こういつた授業でしかなかなかできないことなので、新鮮だつ

た。中でも、内閣府から直々にRESASの出前講座をしに来ていただ

けたことは、絶対に他では経験できない事だと思い、とてもために

なつた。夏休みに行なわれた集中講義でRESASは一度使つたことが

あつたので、ある程度使い方は知っているつもりだつたが、改めて開

発者の方から直接使い方を教わることで、今まで知らなかったデー

タの見方や検索の仕方がまだたくさんあったことに驚き、勉強に

なつた。今後、様々な授業を受けていく中でも、とても役に立つツー

ルだと思うので、うまく活用していきたい。

私が講義の中でも特に印象に残つているのは、やはリグループ

ワークである。私は人文コミュニケーション学科で、社会学科の人

たちと一緒にタ レ=プワークをする機会というものは今までしてこ

なかつたため、全く知らない人同士で一から地域の問題について考

えるというのはなかなか話し合いを進めていくのも初めは難しさを

覚えた。しかし、何回もグルニプワークを進めていくなかで、皆それ

ぞれが目をつける観点が違ったり全く新しい意見が出たりと、違う

学科・コ=スだからこそ様々な意見が出て、最終的に発表が良いも

のにできたのではないかと思うcしかし、自分が人コミとしての特徴

を出して話し合いに参加できたか、と振り返ると、それは出来てい

なかつたように感じる。話し合いの進め方が、人コミの学生の間です

る時は割りと状況の把握をしつかりとするが、今回の話し合いでは

初めから問題について思いついたものを言つていくというスタイル

で、その違いに戸惑いなかなか自分の意見を出すことができなかつ

た。途中からは、段々ぺ=スに慣れて自分でも意見を言えるように

なつたが、自分の専門を活かした提案という事から見るとまだまだ

だなと思い、その点は今後の課題としていきたい。物 レ=プワークの

大変さや楽しさを同時に知れたことは、これからの活動においてと

ても良い経験になつたし、この授業を通して感じた地域の課題認識

やグルニプワークにおけるギヤップを忘れずに、これからも地域に

目を向けた行動をしていきたいと感じた。(SR)

■茨城県の現状や、抱えている課題について、その最前に立って対

策や取り組みを行つている県庁職員の方々から直々に講義をしてい

ただく機会というのはなかなかないことで、貴重な体験をさせてい

ただきました。生まれてかずっと住み続けている地元ですが、県の課

題について直視したり、考えたりと、自分たちが抱えている課題でも

あるのにそれを意識する機会がほとんどなかつたので、今回の講義

を通して、自分の住む地域に対する意識や愛着の気持ちに少しずつ

変化が生まれたように感じています。

今回の講義を通して一番感じたことは、県が様々な取り組みを

行つているにも関わらず、私たち市民はその活動についてほとんど

知らないということです。実際、講義でうかがつたお話や、現地調査

で実際見聞きしてきた事実を含めても、こんな取り組みを行つてい

たのか、と初めて知るものが多くありました。県から市民に対する情

報発信や収集のあり方や、市民が積極的に地域課題の発見や解決

に興味を持ち、取り組むこと、その促進をどう図るのか、県と市民が

相互に関わり合つて地域課題の解決に取り組める仕組みをどう形

作つていけばいいのか、今後はそういったことについても考えてい

けたらと考えています。

地域の抱える課題の解決においてで一番重要なのは、そこに住

む市民が地域の魅力に気づき、地域に愛着を持つこと、魅力を共有

し、発信できるコミュニティづくりをすることであると思います。内の

中で共有されている地域の魅力、良さというのは必ずあるはずです

し、それをどうやって外の人々に発信するのか、アピールするのかが

課題であると、各班の発表を聞い← 番に思いました。また、発表で

も述べたように、地域のコミュニティの希薄き、交流の乏しさという

のは、地域の衰退に大きく関わつてくるものだと思います。これ ,ま社

会心理的な視点から考えさせられたことでもありますが、地域に関

心が向かなくなる、住んでいる地域の市民が互いについて関心や交

流を持たなくなるというのは、その地域で長年受け継がれてきた、

あるいは形作られてきた文化や伝統、歴史が無くなっていくという

ことを意味します。これらのような長年培われてきたもの無しに地

域の振興は望めません。情報化が進み、コミュニティのあり方につい

て改めて考える必要が出てきた今だからこそ、人と人、人と地域の

つながりについて、これからの時代どうあるべきなのか考えてみた

いと思います。(F.K)
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3年次前期「地域課題特論ⅡA」
3年次前期「地域課題特論‖A」では、行政や企業等とは目的

や方法が異なる「市民による」地域活性化の取り組みについて

学ぶため、NPO法人や市民グループの方たちに講師になつて
いただいています。

今学期は、「常陸大宮市まちづくリネットワーク」代表で、デ

ザイナーの倉田稔之さん、NPO法人シネマバンチ代表、水戸短

編映像祭実行委員長の平島悠三さん、医療や介護の視点から

まちづくりに取り組む「フロイデDANJ代表の寺Fヨ貴さん、
「フロイデDAN」のメンバーでもあり、「きらきらタウン☆ひ

たちおおみや」実行委員長の西本寸和也さん、K5ART DESIGN

OF日⊂E代表、「あおぞらクラフトいち」主催の甲高美徳さん、に

ご自分たちの活動や取り組みについて講義いただいたあと、

グループワークをイ予いました。

その後、学生それぞれに関心のあるテーマを決め、データ収

集、現地調査、インタビューなどを行い、各自のテーマを掘り下

げていきました。

最後に、経過や結論、提案、気づいた点などを整理し、まとめ

の発表を行つて、講師の方々からアドバイスを受けました。

北茨城市の観光 S

行:ポ難 [1朗霧1晰鮮ま糧ι難〕

地域資源の活用について M

・イベントによる地域活性化には、ターゲットを内部の人にして地域住民
に参加 してもらうことによって直接的に元気にする方法と、外部から人
を呼び込み施設を利用 してヽらうなどして間接的に地域を元気にする方

法がある。前者は規模が小さめに後者は規模が大きくなる傾向がある。

「活性化とはそこに住む人びとが地域の資源を活用し、生きいきとした
創造的な生活を営んでいる状態、またはそうした目標に向かつて努力し
ている状態を指すのであろう (塩見譲『地域活性化と地域経営』p

253、 1989年)J

果は祭りや音楽、演劇等様々な文化芸術活動に住民が 参加・交流するこ
とで、地域の絆が生まれる。また、教育面におけるアー トの効果につい
て、芸術は子供の①基礎学力の向上、他の教科との連携②自信、自己肯
定感③社会性、協調性、グループワーク、責任感④想像力、創造力、批
判的思考力などの育成に効果があるとされている。他にも医療、福祉等
の社会的問題を解決する役割も期待されている。

イベン ト名 目的 きつかけ 規模・回数 運営主体 これから・課題

勝田 TA・ NllA・ RI。

BA横丁

l」R勝田駅前)

地元の人たちのたま

り場を作る

第 3の場の創出

イベントでにぎわい

を取り戻すためのき

つかけを作る

約 30店舗出店

(約 1ノ3が市民)

第2日 曜日(第 3回 )

ひたちなかまちづく

り株式会社

事務局員 6名

駅前、ひたちなかの

他の中心部でも横丁

の出店を構想

収益の黒字化

価格や時間の設定

くろばね朝市 くろばねという地名

を広めること

くろばねという地名

が無くなり、 1曰 くろ

ばね地域が賑わいを

なくしてしまつたこ

と

約 12～ 13店舗出

店

(市民の参加や生鮮食

品の販売もある)

第4日 曜日(119L」 )

7・ 8月 除く

くろばね商店会 現在使用してる駐車

場が使えなくなるの

で場所を移転するの

か、朝市をやめるの

か



3敏憲躍田 呻 薇F命‖A

コトコトフアーム |

コトコトファームとは

常陸大宮市で、古東篤さんによって営まれている農園。無農薬と有
機月巴料にこだわつて育てた野菜を、個人宅へ配達したり地域の飲食
店などへ卸したりなどといつた活動を行つている。
古東さんは、四国からの移住者で、初めはサラリーマンであつた。
雑誌などからの情報によって、将来的には農業に従事したいと考え
ていた。その後、奥さんの理解もあり、1年間の農業研修を経て、2011

年5月に茨城の地にて新規就農した。

ヒアリング調査の結果
コトコトファームは、農園としての機能を担っていることはもちろ
んのこと、知的通所施設の利用者が就労実習する研修先にもなつて
いる。実習生がコトコトファームで就労のための経験を積むことがで

き、また同時に、古東さんとしても、農園のスタッフの補充という点で
助かつている。
また、地域という共同体の一員であるという意識を強く持つてい

たc「コトコトファームから雇用を創出することで、常陸大宮市の若年
層の人口が増加し過疎化に歯止めをかけることに少しでも貢献でき
たらよい」、「地域の飲食店や保育園にコトコトファームで育てた野菜
を卸すことで、地域の経済を動かし活性化させたい」などといった回
答から、共同体の一員としての意識が読み取れる。実際に、古東さん
は地域の消防団に入りその活動に参加するという行動にも表れてい
る。
行政から受けられる、新規就農者への補助金制度があるというこ

とについて、古東さんは、就農してから知つたとのことであつた。農業
にかかる金銭的な負担を減らし、農業従事者を増やそうという目的
で行われている制度が、周知にいたつていないという問題点も、今回
のヒアリング調査では見受けられた

イベントが持つ地域における意味と役flJ O
口あおぞらクラフトいちロ

1 地域の問題点

地域が衰退する理由を、地域に住む人が「地域に

期待していない 求めようとしないことJと 仮定

し、その改善策として人々がその地域に関心を持

ち、好きでいることがまちの活気を維持・向上さ

せるのではないか。そして、イベントは住民を惹

きつけ、かつ、まちの魅力を向上させる有効な方

法の 1つであると考え、地域活性化に結びついて

いるのかみていく。

2 水戸で行われているイベン ト

地域で行われる身近なイベントとして「あおぞら

クラフトいち」を取り上げて考えていく。

あおぞらクラフトいち

水戸芸術館広場で年2回行われる作家によるクラ

フト晨示即売会で展示 販売ブース以外にワーク

シヨツプやライブなども行われる。

主催・運営は、水戸デザインフェス実行委員会で

3 運 営 側 の 思 い

イベン トや地域への思いを知るためにヒアリング

を行った。

K5ART DESI銀 OFFlCE甲高美徳さん

まちづくりを「目的」として始めた訳ではなく、

自分たちが楽 しんで運営。最近では、「イベン ト

に来てくれた人がまちに出て遊べばいいな」とい

う思いも。

あおぞらクラフ トいちは開始当時、まちづくりを

目的としたものではなかつた。しかし、イベン ト

の人気や継続により、水戸や水戸芸術館の魅力の

一角を担い、地域活性化の役割も果たしていると

いうことがわかつた。

4 イベ ン トが地 域 に もた らす効 果

来場者・出店者が増えることでの観光収入や地域

の認知度 向上に加え、イベン トを通じた人々の

つながりなどの効果がある。

5 ま とめ・ 考 察

イベン トは、まちの魅力の主体であり、まちや

まちの魅力を知 ってもらう 1つ の方法である。

特定の分野のイベン トだけでなく、様々な分野が

活動を盛り上げて互いに関連 し合うことが、まち

全体の魅力向上につながる。さらに、「イベン ト

を行う」ということが、人々にまちへの関心をも

たせるのではないだろうか。

人。
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3枷  呻 偶貯含‖A

茨城の特産品の取扱い 一茨城空港―
N

1。 目的

茨城県は全国の中で産出額2位の農業を筆頭に産業が盛んであ

り、それに関連した特産品も多種多様である。しかし一方でPR下手と

いう側面があるという話を2年後期の授業でうかがつた。そこで、実

際の商品を取扱う現場の話を聞くことで茨城の特産品のPRにおける

特徴や問題点を洗い出すことをこの調査の目的とする。

2.審 について

(1腔港をフィールドとした理由

今回の調査において私は外部の人に特産品をPRしている現場を

探していたcそのなかで外からやつて来るお客さんにとって自然と目

に入るだろう空港のアンテナショップに目を付けた。空港は地域と外

部の人を結び付ける場として最適と考えたため、この茨城空港を

フィールドιこ設定した

(2)茨城空港の概要

茨城空港は2010年 3月に開港した茨城県小美玉市にある空港であ

る。年間旅客数は約53.8万人であり、そのうち国内線が41.8万人、国際

線が11.9万人である。また空港内のアンテナショップ3店のうち、茨城

県の特産品を扱つていたのはSKYARENA・ 亀じるしの2店であつた 今

回はこの2店を調査対象とした。

3.アンテナショップにおける特産品の取扱い

(1ドKY ARENA

小美玉市商工会が運営するお店で、小美玉市とその周辺自治体の

商品を取扱う。扱つていた特産品としては主に日本のお客さんに人

気の納豆やほしいものほか、漬物なども一部販売されていた。中国の

方が買うのはチョコなどのお菓子類が多いそうだ。お客さんとしては

日本の方のほうが多い。

(2)亀じるし

菓子店のアンテナショップであり、こちらは主に茨城全域のお菓

子を扱つていた。また、鉾田市の特産品に関するコーナーを設けてい

た。こちらのお店では、日本の方は主に茨城の名が入つた銘菓を、中

国の方はスナック菓子やチョコを買つていくことが多いそうだ。また

鉾田市に関するコーナーは、茨城の魅力をより多くの方に理解しても

らえるようにしたかったためだとおっしゃっていた。

42つのお店における特産品取扱いの特徴
店舗の調査により以下のことが言えるЭ①どちらのお店も茨城を

アピールしたいという思いで出店したため、茨城の特産品を盛大に

PRしている。②日本の方はある程度積極的に特産品を買うが、中国の

方はあまり買わず菓子類を買つていく様子である。そのことから今

後は増加が見込まれる外国人客に対してのPRが大事になるのではな

いかと感じた。

5.感想・反省点

今回の調査において空港に伺つた際、もつと明確な目的を持つて

調査に臨むべきだつた。実際に行つて写真をとるだけでは調査をし

たことにならず、後で電話やメールなどで改めて企業の方に伺うこ

ととなつてしまつたことは反省点である。また発表で指摘されたお客

さんの目線も取り入れるべきだつた。今後は実際に利用する当事者

の目線に立つことも心がけたい。

北茨城市の観光 s

今回、地域課題特論‖という授業の中の様々な先生方のお話を通

して、仕事とは別に、地域活性に向けてイベントを開くなどの様々な

活動をしている方たちがいることを学んだ。お話を聞いている中で、

私の地元、北茨城では先生方のような人たちがいるのだろうか、そも

そも、観光などの現状はどのようになつているのか疑間に思つた。そ

こで、北茨城市の観光地。観光客の状況を把握しようと考え、調べる

こととした。

まずは、北茨城観光協会のホームページから何か得られるものは

ないかと検索した。観光地を見てみると、有名な六角堂、天心記念五

浦美術館などの他にも石澤寺や浄蓮寺など北茨城市民でありながら

初めて見る観光地があった。そこで、実際にそれらの現地へ訪れてみ

た。石澤寺への道は、とても狭く、標識もわかりづらかつた。浄蓮寺や

東林寺は山の方にあり、交通のアクセスが不便であると感じた。観光

客は観覧時間が過ぎてしまったこともあって)数えるほどで、六角堂

や美術館に比べると知名度が低いのだなという印象を受けた。

次に、北茨城の観光地に訪れる観光客数の現状や地域活性に携わ

る団体が存在するのか、1嵌城市役所は観光に対してどのような姿
勢なのかなどを知るために、北茨城市役所の根本さんにお話をいた

だいた。観光客数に関しては、震災後、風評被害などの理由から、震災

前の数に達していないことがわかつた。この問題への対応として、新

たなイベントを開催するとともに、各地へ積極的にPR活動をしに出

向いているようだ。新たなイベントの開催は未だ定着しておらず、イ

ベント自体を知らない市民もいるようだが、参加人数は上昇傾向に

ある。また、イベントのひとつのノルディックウォーキングという、歩

いて観光地を巡るイベントでは、道が狭く交通アクセスが悪いとい

う北茨城の観光地の短所も、お金をかけて改善することなくうまく

活用しているようだ。地域活性に携わる団体については、商工会は存

在するがそのような団体はいないようであつた。しかし、市役所が案

を持ち込めば協力してくれる市民は多いということだつた。北茨城市

役所の姿勢は、市民向けと外向けの課がそれぞれあるようで、どちら

に重点を置くということはないようだ。他にも、様々な質問をし、北茨

城の観光状況が知ることができた。

今後の課題としては、倉田さんのお話やノルディックウォーキン

グの案のように、短所を長所に変える事例を調べ、創造性を高め、北

茨城の観光地のもつ問題点の解決策を検討したい。また、市民は住み

やすい市を望んでいるのか、それとも観光客を呼ぶことを考えてい

るかなどを調査し、今後の北茨城のあり方について調べていきたい。
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3年次後期「地域課題演習」

本プログラムの特徴は、「地域の課題に関心を持つた学

生たちがグループを作り、それぞれが専門に学んでいる知

見を持ち寄つて、その課題を総合的に探求する。地域に飛

び込み、地域の人から学び、地域を動かす課題発見。解決力

を身につける」ところにあります。

3年次後期「地域課題演習」では、これまで本プログラム

で勉強してきた内容をふまえ、学生たち自身がグループを

作り、「課題」を設定し、それに取り組むという段階に進み

ます。

本学年は、3人の学生でチームを組み、最終段階に進むこ

とになりました。3人は担当教員も交えた意見交換を重ね、

それぞれの専門分野での研究をふまえ、全員の関心が交差

し、お互いの長所を活かして取り組める課題の選定を行つ

ていきました。

その結果、人口減少、少子化という課題に取り組むこと

にし、RESAS等を活用したデータ調査、茨城県の現状の分析

などを行つて、自分たちなりの提案を導くために、検討し

ましたЭ

今学期の最終の発表 (中間発表)では、ロターンJという表

題を掲げましたが、この「uには、「いばらき」の「i」を重ねた

のだという説明がありました。

発表を聞いて下さつた茨城県庁、企画課、県北振興課の

職員の方たちから受けたアドバイスなどをいかし、本チー

ムは、研究を続けます。

4年次前期「地域課題研究」へと進み、2016年 7月には最終

報告会で、本プログラムのまとめとして、「課題」解決のた

めの提言を行う予定です。

′ターン′′

データより、、

Uターン政策はそれほど必要ない ?

iターンの増加に成功すれば結果Uターンも
増加に繋がる?

― Iターンをもっと充実させるには 1?

書,旨J(日まらわターン!撃絆

具体案① l姉妹ふるさと化

課題

IBい手をどうするか?

シェアハウスは層が限られるのてはないか(若い

移住後のフォロー(継続的支援|

目次
課題の発見

現在の取り組み

提言と具体案

今後の展開

2現在の取り組み①茨城県

移住者の声(インタビュー)

●iri]貫馨辟犠′,鶴囃

5今後の展開

2現在の取り組み②島根県

3提言②

3提言①
つながりや馴業みの薄い地域には 移住先の選択腋

との
'姜

点をつくる

謬
策
1拗

1子 育て支lt

聴ありがとうございましたご清
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4年次前期「地域課題研究」
3年次後期の研究を継続し、4年生は、前期の本授業において、

本プログラムのまとめを行います。

各班による整理、まとめ、発表準備ののち、7月22日に最終報告会

を行いました。

これまでこの学年の指導に当たつて下さつてきた市民の講師の

方 、々懃 の学生が報告会に出席し、講評やコメントをしました。

作 生の5つの班の発表タイトルは、

①「最高の梅祭りの再興 !」

②「大子町の過疎について本気で考えてみた―子育ての側面から一」

③鳴だらけの熱血少子化対策提言」

④嘲 の新規就農者を増やせ一目指せ250人一」

○耽 性は無限大、なめんなよ西の内絢

です。

作 生は、報告会の後、各班の提言について、まとめを行つた

ほか、個人のレポートも執筆し、本プログラムを終えました。

大子班

目次

:研究課題

“

遇疎地域について

‖過珠地域について

1過疎地域の定義
|

|

低下し、生産機能及び生活環境の整備零が他の地域
に比較して低位にある地域

く過疎地域自立促進特別措置去の一部を改正する法

●

||

サ lo

Ⅲ太子町について
~~~~~~~~

1大子町の概晏
|‖ 大子町につ t.ヽ て

2大子町の過疎の位置づり

・ 大子町は、通疎地域の中でも状況が悪い

姜

o8044用
倅威?`年匈

ｍｍｍｍQ0 0

11太 子 町につ しヽて
3前 日 の報告 か ら

・層層がなtヽ 賃金が低いことを気l.す る人が多い

1 lV聞 き取 り調査1 1地
域 お こ し協 力隊 の皆様

・協力隊と住民の意識 (想い)の違い

0

羊鰤 。ぃ闘 |

企業誘致は行っている             |

・ 大子nrな らではの誘致を行いたい.        |

就業を求めている。               |
―企業誘致して雇用を生み出す0は難しいのではな  |

IV聞 き取 り調査
3大子町の住民の皆様

lo , 00

i Vア ンケー ト調査
1  1概 要

1  ・目|1 前回の聞き取りで子育て世
^が
多く不満

1      現在の大手町を支えている親世代と大子町
1      の将来を担う子供たちの考えを知ること.

|  ・対象 大手綺立大子中学校三年生の保護者

| ・ 回答敬  67′ 81

(0

IVア ンケー ヽ調査
. 2結

果

自然が多い、地域のつながりがある

・太子町の子育て課題

0医療の充実

Vア ンケー ト調査
2結果

鰈
●ヽ じ 罐

空響 機湾巧1壕議蘇謂 幌ぃ し
,

ちのなかでも課題を抱えている人は多い

i Vア ンケー ト調査
1 3ア ンケー ト結果から

0

子育てするた夕
=傷
→
―

くなる

0

たとえば
・ A子 さんは大子町出身.

ここで水戸市ではなく自然豊かな太子町で子育てし

VI提言II

10 0

Vi捉言′

,0

,Vi提言,

1  表城大学集中講工 `大了学Jの 創出

(0

まとめ

・ 過疎化が進行する大子町

・ しかし、企業誘致は難しい

・Lユ
===●
■■して人口減柴 食い上める

こ清聴あ りか と うこさいま した 1

L      I
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4年次前期 地域課題研究

太子班
11耐閣脳巳/1輸邸勲鬱郭こついて

私たち大子班は茨城県の過疎地域の調査をしてきた。特に茨城県の

なかでも過疎化が進行している大子町を中心に調べることを決め、町

民の方に聞き取り調査等を実施してきた。私たちは研究課題として、ま

ず大子町の現状を知り、大子町の人口がこれ以上減らないようにするに

はどうすればしヽ の`かを中心に考えてきた。
まず過疎地域の定義についてだが、過疎地域自立促進特別措置法の

一部を改正する法律によれば、人口の著しい現象に伴つて地城社会に

おける活力が低下し、生産機能及び生活環境の整備等が他の地域に比

較して低位にある地域とされる。次に過疎地域と定義される要件だが、

大きく分けて二つあり人口要件と財政力要件がある。人口要件とは一定

期間の間の人口減少率、高齢者比率、若年者比率の変化で判断さ社 ま

た財政力要件とは地域の需要に対して収入の割合脳底いかどうかに基
づいて判断される。この要件に当てはまれ|よ過疎地域市町村となり、さ

らに一定の要件を満たすことで過疎地域とみなされる市町村、過疎地

域とみなされる区域のある市町村に区別されることになる。

Ⅲ汰子町について

…

大子町の過疎の位置づけ、前回の報

告から)
|で述べたように、茨城県内でもつとも過疎が進行しているのが大子

町であることがわかつた。人口は、昭和60Fには2a230人いたが、年 減々
少を続け、現在は19的人までに達している(国勢調査より)。年齢別人口
割合では、15歳未満の害」合がおよそ9%、 65歳以上の割合がおよそ40%
にまで達している。全国的に見ても(全自治体数1727)、 15歳未満の割合
が下位1254云 65歳以上の割合が上位1%位と、少子高齢社会であること
がわかった。
‖で紹介した畷Ы勅帥力、「過疎地域とみなされる市BII詢、「過疎地域
とみなされる区域のある市町村」は、全国に797あるとされている。大子

町は、それらの各過疎地域のなかでも状況が甚だしく、なかでも少子化

が進行(他の地域と比べ15歳未満の割合が特に低い)していることが明
らかになつた

前回、大子町への視察の結果をまとめた。そこでは、大子町の住民は

生活に困つていないこと、地域内のつながりが強く、それが不便さを

補つていること、さらに大子に雇用が無いことや賃金が低いことを気に

している人がいることを報告した。以上から、私たちは「大子町に雇用を

創出すれ,よ人が増え過疎から脱却できるのではないか」と考えていた。

Ⅳ潤き取り調魔
上記の考えから、大子町で働く方、地域活靴 のために活動している

方として、地域おこし協力は 大刊 弾別気地朔湘f捕肋 ら`お話しを
伺つた。
叫 こし協力Fal
・協力隊と住民の意識偲い)の違いがある
。危機感を与えるためには何をすべきか
。中間世代を大事にすべきではないか
。都会の人と田舎の人をマッチングする人の存在
。新しい人が来るところがない
・活性化だけではないG試クま消滅
,外音防 ら`の視点をしつかり伝える

【利 賜 】
。人が、特に若い人がいない
。大子学

―

鮮 間実施する
。企業誘致は行っているが、大子町の地彫や自然に制約を受ける
。大子町ならではの誘致を行いたしヽ
。茨大農学部の調査では、高齢者は趣味を、若者は、就業を求めている。
→このことから、企業誘致して雇用を生み出すのは難しいのではない

か?と考えた。

R鱗難壬ミ(常国 0鋼 祭にて)】
・教育・過疎については問題だと思つているが子供には大子町で就職し

てもらいたくない
→ほかの町に比べて低賃金 人が少なく多様な価値観に出会えない、競

争いが育たない、自分が子育てで苦労したため同じ思いさせたくない、

学校が遠く送り迎えをしなくてはいけないため仕事の両立は難しい(女 .

介護職員)
・母子家庭についての支援が弱しヽ に よさこい運営委員会)

v.アンケート調査
聞き取り調査から子育て世代が多くの不満や不安を抱えていること
が分かつた。そのため、現在の大子町を支えている親世代と大子町の将
来を担う子どもたちの考えを知ることを目的にアンケート調査を実施
した。
(目的〉現在の大子町を支えている親世代と大子町の将来を担う子ども
たちの考えを知り実態を把握する
鏃 〉大子町立大子中学校三年生の生徒181名)の保護者
G勘 法〉各担任教師による怖 、回収
G訪麒郎咆2015年 7月6日帽)から7月 14日 り0
C踏内奇保護者の試 家族形態今後の慮 就業場所
〈有敵力[]至躍散)67/81
〈アンケート結果まとめ〉
大子町は子育てしやすいと感じる人は多いが、職がないから他の町

に住んでほしいと思つている保護者が多いことがわかつた。

解決策として企業誘致が考えられるが、自然保護や土地的制約から

ほぼ不可能だと結論づけた。そのため、子育てするために(戻つて)来て

住みたくなる魅力ある大子町を目才旨すことにした。

Vi提言
子育てしたくなるような大子町を目指し、以下の三つの提言をする。

η、大子町の自然や食を存分に活かした学校づくり
。地曰む断能ヨ湘進
奥久慈しゃも、常陸牛、ローズポーク、リンゴ、メロン、こんにゃく、あゆを

使つた大子町でしか食べることのできない給食を出す。
・太子町の食材を使つた調理実習
学年ごとに異なる食材を作り、育て、食の大切さ、おいしさを実感でき

る。
1年生～3年生…野菜やそば作り 大規模な畑を利用
4年生～5年生…あゆの住める環境づくり011の清掃、養囀
6年生…クラスで一匹しやもを育てる
→1年に何回か全学年のすべての食材を使つた調理実習
。自然を活かした体験序習
水辺観察、星座観察、植物観察、水ロケツト、大規模アスレチックなど、豊

かな自然でのびのび遊びながら学ぶことができる。

2、子育てしながら働きやすい環境づくり
・空き家を利用した預かり保育
おじいちゃん、おばあちやんに手伝つてもらい、昔の遊びなどを教えて

もらう。
。放課後イベントの充実

親が仕事終わるまで、放課後YOSAKOleに参加する。
・コンパクトビレッジ

医療機関や教育施設などの集中を図る。人々が自然に中心吉聞こ集まる

ようなイ土組み作り。
・交通機関を使う人へ金銭補助

3、茨城大学集中講義「大詢 の創出

大子町の子育ての課題として「ノヘ、との交流の機会の少なさ」が挙げられ

る。そこで、茨城大学生が1週間、大子町の空家に住みながら子どもたち

と交流する。教育学部、理学部、人文学部等から参加者を募集し、子ども

たちに勉強を教え、大学生も大子町の課題について考える講義を創出

する。

まとめ
私たちは、大子町の過疎について考えてきた課題として、過疎化の進

行にあたり、これ以上大子町の人口が減らないようにするにはどうすれ

ばしヽ の`か、ということを掲げた。

調査を進めるにあたり、人口減少の一番の原因は雇用がないことであ

り、企業誘致を一番の解決策だと考えてきた。しかし、大子町の自然や地

形に制約を受けてしまう。そこで私たちは大子町の過疎という現状を逆

手に取つた三つの提言をし、住みやすさを]釘ヒし大子町ならではの方

法でノヘ、国減少を食い止める、という結論を導いた。
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4年次前期 地域課題研究

|  〉  西の内紙の現状
●和綺の生産を続けているまが2軒

II提

言

「 TD フイールトワーク
●層國口歯自自奎層日離層鵬聖宮』鮨住

釦

「

~・
〉 提書の補足①

絆
… ・ "

I  〉  西の内紙とは,
o常陸大富市で生産されるま通県唯―

茨城県の指定無形文化遺産 |

●需韓

身́近でない

l現状
2 稲

∫ 原 因

1解決策
;検証 (西の内紙ワークショップ)

●和紙■人の数が少ない

五́介和紙 :3人
紙́のこと :2人

鱚れらい人がヨ%"
西の内紙の特徴 と強み

書、生産者 2軒の現状

翻
西の内紙利活用について、生産現場の視察

,壺し墨ζttEエン            ′

″西洋紙の方が使い勝手が良い

′知名度の低さ

安́価で大量生産できる和紙の普及

瞥軋少椰
L二 1・ 〉    原因②
西洋紙の方が使い勝

o印刷に向かない

解決策

認知度の低さ

(繊維があり、でこはこしてぃる)

o消網品ではない

(西洋紙に比べて高価である)

陽

―
警

o西の内
…●広報の力を強化

o新商品の口発

は爾::量::焉 [:思ゎ競)
|三二♪     検証
ワークショップの開催

●ア ンケ ー ト鶴 興   勧 lo者 (回答者):20名

-0-

ワークショップでのアイデイ |  〉  提言①
和紙のアパレル(紙布)

薔
ず
釉轟運
[__♪   提目の補足②
ワークシヨツプの開催を構縮しよ

躍
電
１

　

し

　

ノ

まいざごうと

聴

が

清

り

Ｆ
Ｌ

Ｆ

和紙班
・画の内紙とは?

西の内紙は常陸大宮市で生産されている茨城県唯―の和紙であるc
また、茨城県の指定無形文化遺産にも指定されており、県内ではその価
値が認められていると言える。
西の内紙の歴史は古く、水戸黄門が「西の価 と命名したと言われて
いる。大日本史の編纂用紙として用いられた歴史がある。また、明治時代
から大正時代にかけては選挙投票用紙として指定されていた。

・
F機 電 番

1淋

知 ′金名

=

已 U
| | 〉  西の内紙の課題

OmmE―
軽くて丈夫●水に濡れても強く破けにくい。紫外線カットの効果があ
り、生産者の方のお話によると、約98%の紫外線をカットするという高い
効果があるようである。また、湿気を吸収する力がある。この二点に関し
ては、今後科学的に調査を進める予定である。
紙を糸状には織つて作る布嗣 を作ることができる。
・西の内和価の現状
現在、和紙の生産を続けている家は常陸大宮市の五介和紙と紙のさと
の2軒である。和紙職人は2軒合わせて5名であり、生産者不足が深刻化し

ウ
′



ている。また、茨城県民でもその存在を把握していない人が多く知名度
脳氏いこともうかがえる。
・フィールドワーク

私たちは西の内紙の現状や課題の把握のため、2回の西の内紙生産者
意見交換会への参加とモノマチセブンの視察を行つた。
第1回意見交換会では西の内紙の特徴と強み、和紙の世界遺産登録の
影響」肇醍蒙軒の刑太需要拡大に向けた話し合いを行つた。
第2回目では、西の内紙利活用について、生産現場の視察を行つた。
モノマチセブンとは、「街」と「ものづくり」の二つのテーマを融合させ
たイベントであり、ものづくりが地域の活性化に果たす役害りについて考
察するきつかけとなつた。
・西の内紙の課題
フィールドワークを通して、主に2つの課題が挙がつた。1つ目は西の内
紙の需要が低いことc2つ目は後継者不凪 私たちはその中でも西の内紙
の需要不足に着目し、その原因と解決策について考察した。需要不足の
原因として以下の4つの点が考えられた
第一に身近でないこと。芸術家の方の素材としての利用がほとんどで
あり、一般の人が使いやすい商品。活用方法が少ない。また、常陸大宮の

店舗まで買いに行かなければ手に入らないことからも入手経路が限ら
れているといえる。
第二に西洋紙の方が使い勝手が良いこと。西の内紙は繊維があり、素
材に凹凸があるため印刷に向かない。また、一つ一つ手作業であるがゆ
えに西洋紙よりも高価であり、消耗品ではなしヽ

第三に知名度が低いことc西の内紙には統一された規格。規定がない
ためブランドカが低い。また、触れる機会が少ない、広報力が低いことも
その要因と考えられる。
第四に安価で大量生産できる和紙が普及したこと。これは、生産者の
方から伺つた話であるが、和紙と手漉きの和紙との違いが素人にはわか
りづらいために安価な和紙がより普及したという。また、そのつがいがわ
かっていたとしても安価な法を購入してしまう。そのために西の内紙の
需要は減つたと考えられる。
。課題解決のために卿
課題の需要不足を解決するため私たちは喝歌日度の低さ」の改善を考
えた。まずは、西の内紙の存在を知つてもらい、実際に触れる機会を提供
することでその可能性を感じ、幅広いジャンルで利用してもらう。そうす
ることで需要のアップを図れないかと考えた
認知度の低さの解決策として、西の内和紙の企画の作成 広報力の強
化、新商品の開発を挙げる。新商品開発のねらしヽま他に先駆けたものを
開発することで西の内紙の差別化をし、注目を集めることである。また、
ふるさと納税において、一筆箋や受領証明書等に使用することで活用の

場をひろげたり、地元の特産品とコラボしたりすることも挙げられた。
そして、認知度の低さを改善するために、ワークショップの開催を企画
した。これにより、認知度のアッス また和紙の活用法について新しいア
イデアの獲得をロオ旨した。
・ワークショップの開催
2015年び30日に茨城大学図書館―階インフォメーションラウンジを
お借りして晒の内紙ハンドメイドワークショップ」を企画した。この企画
の目的は、中 に西の内紙に触れる機会を提供し認知度の向上を
図るとともに、和紙の必要性などについて参加者に考えてもらい、私達自
身も参加者からアイディアを得ることである。ワークショップの具体的
な内容は、常陸大宮市で西の内紙を生産されている紙のさとから購入し
た西の内紙とその他のパーツ材料、作成見本などをこちらで用意し、参
加者に髪飾り、アクセサリー、しおり、封筒などを自由に作成してもらつ
た。また、ワークショップ終了後に参加者にアンケートをとり、和紙を用い

た商品の具体的なアイデアや、和紙の必要性について、必要だと思うか
などの質問に答えてもらった。和紙は今後必要だと思いますれ という質
問には、回答者20A中20人全員が必要と答え、意外な結果となつた。日本
の伝統文化であるから、後世に伝えていくべきであるという意見が多く、
一般の人にも残していきたい思しヽまあることがわかった。ヮークショッ
プに参加した感想として、実際に和紙,こ触れてみて参加前と感じ方が変
わつたという意見や、和紙がいろいろなものに活用できることを知つた
などの意見ふ上がつたc
実際にワークショップを開催してみた結果、ワークショップでは和紙
の使い方の新たなアイデアが生まれ 活用法に広がりができた。また、参
加者からSNSを通じて、さらに情報を拡散することも期待でき、認知度の
向上につなげることができると考えられる。さらに、参加者が実際に現物
を目に咲触れてもらうことで、和紙について考えてもらうきつかけにも

なると考えられる。
以上のことからワークショップの開催は今後の課題解決にむけた一
つの手段として有効であると考える。
・ワークショップでのアイデアから
検証結果から、ワークショップは認知度を高める手段にもなるが、その
ワークショップで出たアイデアを検討し、新たな商品として売り出した
り、新たなアイデアを提供したりすることで需要にもつながつていくと、
私たちは考えた。
まず、私たちが行つたワークショップから出た意見である。「和紙を浴
衣や着物に使つたらどうか」という意見が出たので、検討してみた。和紙
を使つた和′l蜘はありそうだが、和紙で作られた衣類はあまり見かけな
い。その上、和紙は吸湿性に優れているのα汗などを吸つてくれるた政

衣類としては最適だと考えられる。また、着物などを和紙の畳紙で保管
するが、畳紙は消臭目的でもあるため、和紙の衣類には消臭効果も期待
できる。
次に、私たちも参加させていただいた意見交換会で出た意見を検討し

てみる。ここでは、「和紙の食器」というアイデアが出たcすでに
「lA/ASARA」 というものがあるが、こちらは高価なのに使い捨ての商品と

なつている。西ノ内紙にはコンニヤクを混ぜて作る強製紙というものが
あり、洗つて何度も使えるようにできれ|よWASAMとの差:肝ヒも測れる
と考えた。
・提言
上で検討したことから、まず和紙のアパレルを提言する。こちらは紙布
の視点から説明をする。消臭性や吸湿性は綿やウールよりも高く、さらつ

とした手触り、着心地であり、昔から紙布は夏の衣料として使われていた
そうである。この特徴から、浴衣などの和装はもちろん、インナーにも最
適であると考える。また、紫外線カットの効果も高いので、帽子や日傘に

も応用できる。夏用のパーカーやカーディガンにするなら、紫外線を気に
する女性にも人気が出るはずである。また、アパレルとは言えないが、紙
布の高い吸湿性を考えて、折り畳み傘カバーやペットボトルカバーヘの

応用もできると考えるc日常的に使えるものなので、需要にもつながりや
すい。
紙布はアパレルだけではなく、医療や産業用としても使える。その上、
ウールや綿などほかの素材と組み合わせることで、さらに可能性は広が
ると考える。
次に、強製紙の視点から、和紙のグッズを提言する。強製紙は軽くて丈
夫であり、水にも強いため、アウトドア用にお皿やコップ、テーブルクロス

などを売り出したらよいのではないかと考える。まな コースターやコッ

プは、濡れたり温度が変わつたりする時に色や模様が変わると面白い。マ

グカップなどでは既に類似品はあるが、和紙で出来たら話題性は抜群で
あると考える。
和紙|まもともと障子紙などの生活雑貨にも用いられていたのだから、
芸術品の素材としてではなく、原点に戻ると考えて、雑貨として進化して
いくことが重要なのではないかと考える。また、紙布の商品も強製紙の商
品もデザイン性が高ければさらによいものができると考える。
・提言(鯛
一つ目は保存会の結成である。2014年にユネスコ世界文化遺産に登録
された和紙にはいずれも保存団体が存在していた。さらに、何らかの遺
産登録の際にも、生産者よりかは保存団体が主体となつていることが多
くある。そこで、西の内紙にも保存団体を立ち上げてはどうか。新商品開
発時だけではなく、西の内紙の規格を決定するときや、ブランドとして売
り出していくときにも保存団体が必要になると考えられる。また、り去報力
の]針ヒにもつながると思われる。生産者の方は和紙の製造に利要を入れ
ることができ、保存団体メンバーがホームページを立ち上げれば、広く

広報することも可能である。
二つ目は、私たちが開催したようなワークショップを継続である。今回
は私たちが中心となつて開催したが、今後は保存団体が主体となつて活
動していくことを考えている。活動資金については、参加者や、行政など
からの助成金、寄付金で賄つていき、参加対象者としては、まずは市内の
人を対象とし、徐々に拡大していく。そのためにも,表馴こは特に力を入れ

て行く必要があると考えている。参加者にもSNSなどを用いて情報の拡
散に協力してもらい、その際には、何かしらの特典を付けるなど、拡散に

繋がる工夫を施すことを考えている。また、行政の方々にも協力をお願
いし、参加者以夕‖こも認知が広がる仕組みづくりをしていく。以上のよう
に、ワークショップでは、認知度も高めら社 良い意見・アイデアも見つけ
ることができると考えるc新しいものを生み出すためにも、継続的に開催
することを提案する。
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「西ノ内和紙ハンドメイ ドワークショップ」企画書

O概要

私たちは茨城大学で開難されている「燿壌課題特摯 IB」 の受講吉で構成されたチームです。

鷲陸大宮市の特産爆である西′内和縦の霧奏を増やし、地域の活性化の一助となることを

目指し活動しています。その意活動の一環とし、「西ノ内和紙ハンドメイ ドワークショップ」

というイベントの開催を考えています.

0目 的 ; 表城大学の学生へ宙ノ内紙に触れる機会を提供し、魅力を伝える。認濠度の F・|
上、需要増加を図る。

0開催候補 日 : 0月 00日 (火 )

0予定時間 : 12i●0～14:00(1"分 )
O場所 : インフォメーションラクンジ (撻書館 1勘

O募集対象 .人数 :茨城大学生・
"名
程度 暖 大∞ 名)

0参加費 :無料

0機考 : 入退場自由

0内容

常陸茉自市の特産品である西ノ内和紙を用いた作品作り。現段臓でしおり、プックカノ`―、

置き鮨り、番り袋、豪飾り、ネクタイビンなどを検討中。その他、用意してある材料を用

いてお加者に自由に創造してもらう。参加者には、西ノ内和紙の都知度やワークショップ

の締 アンケー トに回答してもらう。

Oタ イムスケジェール

10分 西ノ内和嬌についての紹介 (PPT使用)
lKXl分  ワークシヨップ 用意してある材料を用いて作品作り
10分 片付け、掃除、退場

0実行委員名簿 茨城大学、人文学部 4年
舞

佐藤藤里

高嬌諒

星野山季菜

清野綺

西の内紙ハンドメイドワークションプ参加者アンケー ト

① 画の内紙を知っていましたか?            ( はい . いいえ
② ①で「はいJと答えた方はどこで知りましたが,    (
③ 和紙を使いたい、買いたいと思いますか?       ( ′まい   いいえ
また、どのような商品があれば欲しいと思いますか

'

① 和泰は今後必要だと思いますか?理由も含めてお願いいたします。

ご協力ありがとうございました。

和紙を使 ったハン トメイ トワークショップを行います |

常陸大富市の 嗜 」l誉}滉 って、小露Ъアクセサリ などを作 ってみませんか ?
和uの可能性き無限大 |!参加贅は澪料です 1ぜひ遊びに来てくださいね (ヽ*^υ^*,/

曰時 :2C14年 6月 30日 (火)12:00～ 14100
場所 :図書館―贈インフォメーションラウンジ

参加贅 :無料                   m
※事前の申し込みは不要で魂 直接ご来場ください. 銀

こんな作品が作れます :

響

櫻̈

画

入

―
ヽ

―

涎
瓢

①西の内紙を知っていましたか ?

はい :0人

いいえ :14人

②はいと答えた方はどこで知りましたか?

・鶯陸大富市国際交流プログラムはの少年少女との国朦交流)

‐友達とラインで

観光で

・議義で

地域課題人門

・地域課題特論

O和紙のどのような商品があれば買いたい、使いたいと思いますか?

・和紙のレターセット:3人

・かんざしやヘアピン、イヤリング等のアクセサリー :0人

・ろうそくやランプを入れるもの :2人

・ほし :1人

・浴衣や和服関連 :1人

・ マスキングテーブ 11人

財希 :2人

・■夫しており、IIIかいもの :1人

・薬が八つているもの :1人

筆経 1人

特になし i3人

の和紙は今後必要だと思いますか ?(理 由も含めて)

思う :20人

思わない 10人

善通紙にはない特性を後世に残すといいから

・日本の伝統文化は後世に残すべきだから

後世に伝えていくためにも和紙は使い続けていくべきだから

・ されいだから

丈夫なところがいいから

かわいいし、需要があると思うから
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茨城農業改革大綱 120]卜 2015)

によると、39歳 以下の新規就農者

数の 目標水準は、年間 250人 ⊆
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彙 lι O耕作放楽地を行取が僣 り上げて就晨希望者
に期限付き (5年など)で 彙債で■ し付ける.

既に耕作放棄地を集積する晨地中間管理機構があ

期限●きても無償で貸 し付けをすることで糾作放

棄地も嶽少 し IFl規 就晨者の土地探しや屹代の問

県北地域て既に推進されている作物等

年間目標 :20人
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L22甘III

農業班

茨城県の農業問題は以下の2点

である。担い手の減少と高齢化、
そして耕作放棄地の増大である。
私たちは、前者の「担い手の減少
と高齢化」に着目し、39歳以下の

新規就農者を見ることにした。ま
た、茨城農業改革大綱にも若年新
規就農者の確保が課題として挙
げられていた。しかし、新規就農
者の数のデータが見つからな
かつたため、39歳以下の新規就農
者の数から離農者数を差し引い

た数を「定着者数」と定義し、全国
各都道府県と上ヒ較することとし
た。比較した結果、茨城県は全国
でワースト3位という結果になり、
39歳以下の新規就農者の増加が
課題とわかり、私たちは「茨城県
の若年新規就農者を増やすこと」
を目的とすることにした。
茨城県は39歳以下の新規就農
者の数の目標を年間250人として
いる。しかし実際は200人前後と

目標に届いていない現状である。
茨城県の地域別に現状を分析し
ていくと(茨城県農林振興公社や

各地域の事務所のヒアリングに
よる)まず、県南地域では、39歳以
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4年次前期 地域課題研究
下の新規就農者の数が他の地域に比べて多い、消費地 (東京、つくば
など)が近い、直売所形式が多い、「つく[力という地域ブランドがある
(イメージが良い)、担い手が少なくなり農地が余つているという現状
がわかつた。そして、県央地域では、39歳以下、40-65歳以下ともに新
規就農者の数が多く、小美玉市、茨城町、ひたちなか市など、比較的大
きな農業法人や大きな農家(ホシイモ)がまだ残っているため、Uター
ンが多いという現状がわかつた。
次に鹿行地域では、大きな農家が多いため、良い土地の奪い合いが
あり新規参入者が入り込むのは難しいという現状がわかつた。県西
地域では、耕地が平野で水田等の圃場整備が進んでいる、東京等の
大消費地にも距離的に近く、販売面でも有利である、普通作農家も園
芸農家も比較的大規模化がはかられ、一戸当たりの経営面積も大き
くなつているという現状がわかつた。
そして最後に県北地域であるが、他の地域に比べて新規就農者の

数が少ない、山間地であり、非効率である(大規模化が難しい)、水戸
に近いため、わざわざ県北でやるメリットがない、消費者が近くにい
ない、新規就農者を受け入れてくれる農家が少ないため、研修も出来
る環境がない、そもそも人口が少なく、県で移住政策を行つている
が、うまく行つていないという現状がわかつた。
従つて私たちは茨城県の中でも「県北地域」の39歳以下の新規就
農者の数を増やす政策提言をすることにした。そして、県北の新規就
農者の目標値を年間20人と設定した。20人としたのは、県北地域の10

年間の新規就農者の平均人数が10人であるため、倍の数でキリが良
いことと、茨城県の新規就農者の目標が250人であり、現在約50人が
不足しているため、5つの地域でわけると10人増加することで達成さ
れるためである。
そこで私たちは対策をいくつか考えた。PLANlは世代交代補助金
である。新規学卒者とUターン就農者の確保が目的で39歳以下の後
継者に対して支給します。PLAN2の耕作放棄地借り上げでは、既に農
地中間管理機が存在するが、周知が進んでいないので利用率は5害嚇こ

留まつている。PLAN3は県北で新しい商品作物を開拓することである
が、その一例として特定の取引に特化し、高単価が見込める漢方薬の
原料や薬膳料理の材料をあげる。
これら3つの提言で新規就農者が増加するのではないと私たちは
考えた。

少子化対策班
〔少子化対策班 K〕
・講義を終えて
今回、大学1年の集中プログラムからはじまった地域課題の総合的
探究プログラムの最後、地域課題演習を無事に終えることができま
した。始めた当初は、まさかこんなにも長期にわたって行われていく
とは考えておらず、振り返つてみてもよくここまで続けてきたという
達成感が自分の中では非常に感じられました。また、講義を通してい

くうちに、自分の中で大きな変化があつたと感じました。
その1つとして、今回の講義は全体を通してみても自分1人だけで
行うものではなく、誰かとグループを組んで行う講義が多く、他の人
との協調性が非常に重要だということを改めて実感することができ
ました。1つの課題に対し、複数人で意見を出し合いながら、協力して
課題解決に取り組み、1つの目標にたどり着く姿勢というものが大い

に培われたと感じます。この力は、学生だけに必要なものでなく、社会
に出て会社という大きな1つの組織に自分が入つた場合でも非常に
重要なことであると考えています。大学よりも広い分野の人々が集
まる社会の中で、今まで以上に様々な意見や思想の持ち主が多くい
ると考えています。その中で周りの人と協力して物事を進めていく上
では、協調性は非常に重要視される項目です。その重要性を今の学生
という立場の中で改めて実感することができ、これからの自分の行
いをより良いものにしていくためのきつかけを、講義全体を通して学
ぶことができ、非常に濃い講義内容だつたと感じています。来年から
自分が働いていく組織の中で、今回の地域課題プログラムで培つた
力を活かしていければと考えています。
2つ目として、私は地域課題プログラム全体を通して地域に存在す
る多くの課題というものに触れてきました。今までの自分では、1つの

課題に対し多くても2～3イ固程度の原因が関わつてきているのだろう
と安易に見積もり、それを解決しようと行動してきましたcしかし、現
実はそれよりも深刻で1つの課題に対して複数の原因が存在し、ま

た、その原因を起こす複数の要因が関わつてきているなどと、1つの

原因を解決するだけでは問題を根底からは解決できないという状況
が非常に多くありました。講義を進めれば進めるほどそれが顕著に

表れ、非常に苦しむことも多々ありました。このことからも、1つの課
題だけでも複数の原因、それを起こす要因が密接に関わつてその課
題を成しており、自分達の視野をこれまで以上に広げていかなけれ
ば課題の解決には到底たどり着けないことを理解しました。この考
え方をこれから課題に取り組むときには常に持ち、社会に出てから
の自分達の行動、また、卒論という1つの課題に対しても活かせてい

けたらと考えていますc

〔少子化対策班  |〕
。学んだこと
私がここで学んだことは、「何を・誰を対象にするかを明確にするこ

との大切さ」です。
今回、私は少子化対策班として活動してきましたが、少子化におけ
る原因は多岐に渡り、その解決策を決めることもかなり難しかつたで
す。しかし、その原因をゼミで出したデータの回帰分析を行い、原因の

対象を聯散昏Jと絞ることで、それまではつきりしていなかった研究の

道筋を明確にすることが出来ました。また、解決策を考える際にも、
「誰に向けた解決策であるか」というように対象をしっかり絞ること
で、その解決策に具体性を持たせることが出来ました。
もちろん、先生方の助言あつてのものですが、私たちなりに明確な

対象を定めたことは研究を進める上で、すごく大切なことなのだと

気づくことが出来ました。
。これからに向けて
今後、卒論を進めていく予定ですが、対象をしつかりと定め、具体
的で分かりやすい卒論を書けるようにしていきたいと思います。
また大学を卒業し就職してからも、仕事に活かせるようにしたい

と思います。自分は卒業後、自治体職員として働きたいと思つていま
す。そのため、公共サービスの提供をしながら、市民の幸福度の向上。

住民福祉の拡充に努めていくつもりです。それには、住民のニーズや
サービスの行き届いてない現状をしっかりと把握・理解して、その対

策に向けたアプローチをしていく必要があります。そこで、この講義
で学んだことである「対象の明確化」をして、その対象のニーズに適
し、かつ有効的なサービスの提供の実現に邁進していけたらと考え

ています。

〔少子化対策班 丁〕
私は「地域課題の総合的探求プログラム」を受講し、茨城県の文化
や課題に向き合い、また知識を深めてきた。そして、私はこのプログラ
ムを通し学んだ経験を、卒業後に生かしていきたいと思つている。

私は卒業後の進路として地域の金融や公務員を志望し、就職活動
に励んでいるcこの2つの共通点は、地域に貢献することが出来ると
いう点である。この2つのうちでも、今は/AN務員を第1志望と考えて
いる。理由は、より茨城県に貢献し、プログラムで得た知識や経験を
生かせると考えたためである。
私は少子化班として3年の後期から4年前期までの1年間活動し
てきた。少子化は日本全国共通の課題であり、過疎化や地方衰退にも
かかわつてくる大きな問題でもある。もし、志望通りに公務員となる
ことが出来た暁には、ここで得た各自治体が行う婚活への取り組み

や、逆に効果が薄いであろう取り組みについての意見や、年齢層や
ターゲットを絞つた細やかな取り組みなどを提案するなどして、ここ

で得た経験を生かしつつ貢献していきたいと思う。
また、金融等の職業に就いた場合、顧客とのコミュニケーションが

大事になつてくる。その点において、このプログラムで得た様々な茨

城の文化への知識は役に立つと考えられる。自分自身が経験した常
陸大宮の和紙や、地域コミュニティに一役買つているバンホフカフェ

のこと。更には、他の班の発表で知つた梅祭りや西の内和紙など、そ
の地域や文化に関心のある人物と会話する際には、大しヽ こ自分を助
けてくれるだろうと思う。
最後に、このプログラムを通して多くの茨城についての情報を得る
ことが出来た。その内容は課題や問題点、風習。文化など様々であつた
が、どの取り組みもその地域や茨城を発展・復興に向けた活動である、
と私は感じた。今後、どのような職に就いたとしても、この意識を常に

もち、少しでもここで得た経験を発揮できそうな場面に巡り合うこと
が出来たら、積極的に参加し、茨城に貢献していきたいと考えている。

９
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まとめ
2012年度にスタートした人文学部「地域課題の総合的探求カ グラム」は、m15年前期14年

次生の最後の必修科目「地域課題研究」を開講し第1期の修了生を送り出すことになりました。

この学年の学生は、授業内容の組み立て、学生たちによる自主的な取り組みなどにおいも

パイオニアとして歩崚 くれま晩 。

学生たちの奮闘と成長に対し、いっlスに歩いてきた担当教員として、心からの賛辞を送るとと

もに、社会に出てから彼らがこのカ グラムで学んだことをそれぞれの現場で活かし、さらに学

び、活動してくオ城♭ことを願います。

本カ グラムは、本当に多くの方たちのお力を借りています。

県庁企画課 およそ八県北振興課をはじめとする県庁のみなさま
常陸大宮市(市民協働課)

常陸大宮市のみなさま

(常陸大宮市まちづくりわトワーク、穀 地域の調和を考える会、ウダーベ音楽祭実行委員会)

内閣府まち・ひとtごと創生本部

にお礼申し上ι滋す。

そのほ力ヽ こも、授業■また、学生たちの調査や研究において、こころよくご協力くださり、学生

たちをともに育てて下さった、さまま な分野のみなさま、地域のみなさまに、深く、感謝いたします。

今年度は、各授業で、提供が開始になったデータベース欧EttS(地域経済分析システム)」

の使い方を学ん毬 らい、それに基づいて地域の現状alE握・分析し、課題の解決方法を見出

していくように指導しました。学生たちは新しいシステムの使い方をすくヽこ身につけ、活用していま

した。地域の課題に取り組む際、こういった新しセV情報。資料の利用や、プレゼンテーションの能

力、知識な場 必要にわ ています。本カ グラムでは、そのような部分もフォローしつつ、地域のみ

なさまから学び、地域にはいっていく学生たちを育てていきたいと思います。引き続き、ご指導をお

願いいたします。

９
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